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主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
議
員
報
酬
額
の
改

定
に
伴
う
条
例
改
正
を
行
う
も

の
。一

般
会
計
補
正
予
算

　

６
９
６
８
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
83
億
２
５
３
７
万

円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

観
光
誘
致
宣
伝
事
業

１
４
４
万
円
増
額

　
大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の
関

西
パ
ビ
リ
オ
ン
内
の
特
設
ブ
ー

ス
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
岩
美
町

独
自
Ｐ
Ｒ
と
し
て
町
内
施
設
で

使
用
で
き
る
宿
泊
券
や
商
品
券

を
景
品
と
し
た
大
抽
選
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
麒
麟
の
ま
ち
構

成
市
町
と
一
緒
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
、

岩
美
町
観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

た
。

い
わ
み
道
の
駅
出
資
金

１
０
０
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
岩
美
町
振
興

公
社
解
散
に
伴
う
出
資
金
の

返
還
を
受
け
、
い
わ
み
道
の
駅

に
出
資
金
相
当
額
の
増
資
を
行

う
。

　
い
わ
み
道
の
駅
に
は
、
特
産

品
開
発
、
岩
美
め
ぐ
み
館
の
指

定
管
理
、
多
面
的
支
払
交
付
金

の
広
域
組
織
事
務
局
を
移
管
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
開
業
10
周
年
を
迎
え
、

連
携
協
定
し
て
い
る
道
の
駅
と

の
相
互
販
売
品
拡
充
の
た
め
の

ブ
ー
ス
も
整
備
し
て
お
り
、
道

の
駅
の
業
務
は
拡
大
基
調
に
あ

る
。

社
会
体
育
事
務
費２８

０
万
円
増
額

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣
費
補
助

金
に
お
い
て
、
団
体
種
目
の

全
国
大
会
出
場
が
決
ま
る
な
ど

当
初
予
算
を
上
回
る
見
込
み
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

・
卓
球
（
岩
美
南
小
４
年
生
：

　
尾
﨑
隼
斗
さ
ん
）
全
国
大
会

・
野
球
（
岩
美
イ
ー
ス
ト
ブ

ル
ー
・
23
人
）
全
国
大
会
及

び
中
国
大
会

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
岩
美
北
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
13
人
）
全

国
大
会

地
球
温
暖
化
対
策
事
業14

万
円
増
額

　
再
配
達
に
よ
っ
て
発
生
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
、
運
輸

事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
置
き
配
ボ
ッ

ク
ス
購
入
設
置
補
助
金
の
実
績

見
込
み
に
伴
う
増
額
。

・
当
初
見
込
20
万
円
（
20
件
）

・
実
績
見
込
34
万
円
（
35
件
）

農
業
収
入
保
険
加
入
推
進
事
業

14
万
円
増
額

　
保
険
料
率
は
本
年
度
が
改
定

の
年
に
な
っ
て
お
り
、
大
部
分

の
保
険
加
入
者
に
対
し
て
保
険

料
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
県
は
物
価
高
騰
に
よ
る
収
入

減
少
に
伴
い
掛
け
金
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
県
の
補
助
に
あ
わ
せ
て
町
独

自
に
か
さ
上
げ
を
行
う
。

・
39
件
を
予
定

　
（
県
補
助
１
／
３
）

　
（
町
補
助
１
／
６
）

（14 ページをご覧ください）
議員報酬引き上げ可決

９
月
定
例
会

　

９
月
定
例
会
を
、
９
月
９
日
か

ら
18
日
ま
で
10
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

　

６
年
度
各
会
計
決
算
な
ど
、
23

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
議
員

報
酬
引
き
上
げ
の
条
例
改
正
を
可

決
し
ま
し
た
。

議員報酬条例の一部改正を本会議で審議
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一
般
会
計
決
算

【
歳　
出
】

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
事
業

問
お
試
し
住
宅
を
利
用
し
た
方

で
移
住
に
つ
な
が
っ
た
例
は
あ
る

か
。

　
ま
た
、
定
住
支
援
活
動
交
付
金

は
ど
う
い
う
活
動
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

答
６
年
度
は
１
世
帯
２
人
の
方

が
利
用
後
に
町
に
移
住
さ
れ
た
。

　
交
付
金
は
、
移
住
さ
れ
た
方
を

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

意
味
で
自
治
会
等
に
交
付
し
て
お

り
、
移
住
者
の
歓
迎
会
の
経
費
と

し
て
活
用
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

問
本
町
独
自
の
取
り
組
み
と
そ

の
効
果
は
ど
う
か
。

答

町
独
自
事
業
と
し
て
、
ツ

ア
ー
商
品
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
、
団
体
に
補
助
し
、
新
た
な

海
の
魅
力
の
造
成
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
観
光
客
の
受
入
態

勢
も
向
上
し
て
い
る
。

地
籍
調
査
事
業

問
宅
地
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率

は
99
．
８
％
で
あ
る
が
、
残
り
は

ど
う
い
っ
た
箇
所
か
。

答
当
該
箇
所
は
唐
川
集
落
と
大

坂
集
落
の
一
部
で
あ
る
。

　
現
在
、
残
り
の
箇
所
に
も
現
地

調
査
に
入
っ
て
い
る
。

唐
川
の
カ
キ
ツ
バ
タ
再
生
事
業

問
再
生
の
期
間
を
ど
れ
く
ら
い

と
予
測
し
て
い
る
か
。

答
５
年
度
に
お
い
て
日
照
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
周
辺
の
樹
木

の
伐
採
を
し
た
。

　
併
せ
て
５
年
度
か
ら
６
年
度
に

か
け
て
、
防
鹿
柵
を
設
置
し
、
７

年
度
に
水
路
整
備
の
設
計
を
行

う
。

　
そ
の
後
、
７
・
８
年
度
に
か
け

て
水
路
工
事
を
実
施
し
、完
了
後
、

東
屋
な
ど
の
周
辺
環
境
の
整
備
を 

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
事
業
は
国
庫
補
助
を
受
け

て
の
実
施
と
な
り
、
文
化
庁
と
も

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
の

で
容
易
に
は
進
ま
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
順
次
事
業
の
進
捗
に
努
め

て
い
き
た
い
。

６年度各会計の決算を認定
会計別決算額

（万円未満切捨て）
会　計　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額

一般会計 78 億 0374 万円 76 億 3749 万円 1 億 6625 万円

代替バス運送事業特別会計 5682 万円 5682 万円 0 円

後期高齢者医療特別会計 1 億 8905 万円 1 億 8852 万円 53 万円

国民健康保険特別会計 13 億 0953 万円 12 億 9635 万円 1318 万円

介護保険特別会計 15 億 6166 万円 15 億 0939 万円 5227 万円

水道事業会計 2 億 3473 万円 2 億 3910 万円 △ 437 万円

下水道事業会計 4 億 3029 万円 4 億 1555 万円 1474 万円

病院事業会計 19 億 5367 万円 22 億 2946 万円 △ 2 億 7579 万円
注：水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計は、損益計算書（税抜き）による。

決算審査の流れ

本　会　議 提案・質疑

本　会　議 質疑 ･討論 ･採決

決 算 審 査
特別委員会

分科会での審査
報告↓

質疑 ･討論 ･採決

付託

報告

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

柵設置後のカキツバタ観察会（唐川地区）

いわみ議会だよりNo.1653



一
般
会
計

【
歳　
入
】

問
町
税
の
徴
収
状
況
で
徴
収
率
が

減
少
し
た
要
因
は
。

答
厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と

賃
金
上
昇
よ
り
も
物
価
高
が
上
回
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
実
質
賃
金
は
３
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
お
り
、
昨
今
の
物
価
高

騰
に
よ
り
、
生
活
が
苦
し
く
税
金
を

支
払
う
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

問
今
後
の
徴
収
対
策
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
歳
入
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
法

令
に
基
づ
い
て
滞
納
処
分
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納

税
が
難
し
い
方
な
ど
は
、
福
祉
部
門

と
連
携
し
な
が
ら
一
人
一
人
の
実

態
に
合
わ
せ
て
対
応
し
た
い
。

意
見
不
納
欠
損
に
つ
い
て
、
法

令
に
基
づ
い
て
適
正
に
処
理
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
滞
納
繰
越
を
す

る
と
徴
収
が
極
め
て
困
難
と
な
る

た
め
、
現
年
度
中
の
納
付
勧
奨
を

強
化
す
べ
き
だ
。

ふ
る
さ
と
岩
美
ま
ち
づ
く
り
寄
附

金
に
つ
い
て

問
寄
附
額
が
３
年
ぶ
り
に
１
億
円

を
超
え
た
。

　
田
後
公
園
転
落
防
止
柵
改
修
事

業
の
財
源
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
が

成
功
し
た
が
、
他
の
事
業
に
お
け

る
活
用
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

答
地
域
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
対

す
る
補
助
金
や
岩
美
駅
の
賑
わ
い

創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。

【
歳　
出
】

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

問
伴
走
型
相
談
支
援
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
と
対
応
は
ど
う
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
は
出
産
に
向
け

て
の
気
持
ち
や
、
気
に
な
る
こ
と

な
ど
を
聞
い
て
お
り
、
内
容
ご
と

に
、
保
健
師
や
助
産
師
な
ど
が
訪

問
や
電
話
で
相
談
に
応
じ
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

保
育
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

問
シ
ス
テ
ム
利
用
に
関
す
る
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
評
価
を
得

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、登
降
所
管
理
、

欠
席
・
遅
刻
連
絡
の
利
便
性
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
満
足
度
を
確
認

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
所
便
り
・
給
食
便

り
の
定
期
配
信
機
能
、
緊
急
連
絡

配
信
機
能
な
ど
、
順
次
、
情
報
共

有
可
能
な
機
能
の
運
用
を
始
め
て

お
り
、
よ
り
良
い
運
用
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

捕
獲
個
体
運
搬
処
分
事
業

問
一
時
保
管
施
設
の
利
用
状
況
お

よ
び
運
搬
実
績
な
ど
は
ど
う
か
。

答
６
年
度
は
シ
カ
捕
獲
頭
数
の
概

ね
６
割
が
当
該
施
設
へ
持
ち
込
ま

れ
、
他
県
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
加
工

施
設
へ
運
搬
を
行
っ
た
。

　
基
本
週
１
回
、
町
所
有
の
運
搬

車
で
運
搬
し
て
お
り
、
保
管
庫
お

よ
び
運
搬
車
の
コ
ン
テ
ナ
の
容
量

に
つ
い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
問
題

は
な
い
。

町
道
新
設
改
良
事
業

問
町
道
路
橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
進
捗
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
計
画
対
象
と
な
る
橋
梁
は
46
橋

あ
り
、
修
繕
す
べ
き
状
態
の
橋
が

22
橋
で
、
６
年
度
末
現
在
、
修
繕

が
完
了
し
た
橋
が
18
橋
、
残
り
の

４
橋
に
つ
い
て
は
、７
年
度
に
２
橋
、

次
年
度
以
降
に
２
橋
の
修
繕
を
予

定
し
て
い
る
。

空
家
対
策
事
業

問
現
在
の
空
家
及
び
特
定
空
家
の

軒
数
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
特
定
空
家
に
至
ら
な
い

よ
う
対
策
を
ど
う
行
う
か
。

予
算
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク

予
算
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
令
和
６
年
度
の
各
会
計
の
決
算
を
審
査
し
、
７
年
度
予
算

な
ど
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
議
員
９
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
森

田
洋
子
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
総
務
教
育
、
産
業
福
祉
の
両
分
科
会
で

分
担
し
て
審
査
し
、
各
分
科
会
委
員
長
の
報
告
を
も
と
に
決

算
全
体
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
報
告
書
（
Ｈ
Ｐ
参
照
）
の
う
ち
主
な
質
疑
・
意

見
を
掲
載
し
ま
す
。

クラウドファンディングで柵を改修（田後公園）
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答
３
年
度
の
全
町
を
対
象
と
し
た

空
家
調
査
で
は
４
６
２
軒
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
取
壊
し
や
利
活

用
さ
れ
た
も
の
と
、
新
た
に
把
握

し
た
も
の
を
合
わ
せ
て
５
６
０
軒

を
把
握
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
特

定
空
家
は
７
軒
で
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
は
、
特
定
空
家
の

予
備
軍
で
あ
る
管
理
不
全
空
家
を

行
政
指
導
で
き
る
よ
う
な
法
改
正

が
あ
り
、
町
と
し
て
も
対
応
を
検

討
し
た
い
。

歳
出
全
般
に
つ
い
て

意
見
歳
出
の
不
用
額
に
つ
い
て

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
気
候
変

動
な
ど
に
よ
る
要
因
と
と
も
に
、

経
費
削
減
に
職
員
が
努
力
し
た
事

業
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

代
替
バ
ス
運
送
事
業
特
別
会
計

問
先
行
事
例
を
研
究
し
、
交
通
弱

者
と
い
わ
れ
る
方
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
の
方
針
は
ど

う
か
。

答
運
転
手
の
確
保
な
ど
困
難
な
状

況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
自
動
運
転
技
術
の
確
立
な
ど
に

期
待
を
し
な
が
ら
他
団
体
の
好
事

例
も
参
考
に
し
、
移
動
手
段
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
運
動
機
能
の
低
下
・
閉
じ
こ

も
り
傾
向
の
者
を
対
象
と
し
た
筋

力
ア
ッ
プ
教
室
の
取
り
組
み
は
。

答
フ
レ
イ
ル
状
態
を
把
握
す
る

た
め
、
握
力
な
ど
６
種
目
の
体
力

測
定
を
実
施
し
評
価
す
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
健
康
へ
の
関
心
・
運

動
継
続
の
習
慣
を
持
つ
こ
と
の

必
要
性
や
自
宅
で
可
能
な
運
動
に

関
す
る
講
話
な
ど
の
健
康
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
は
終

了
と
な
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
７
年

８
月
末
の
保
有
率
は
、
県
が
81
・

９
％
で
本
町
は
79
・
９
％
、
国

民
健
康
保
険
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
率
は
、
７
月
の
数
値
で
、
県
が

40
・
２
％
、
本
町
は
37
・
４
％
で

あ
る
。

意
見
特
定
健
診
の
受
診
率
を
向

上
さ
せ
る
に
は
、
受
診
歴
の
な
い

方
に
対
し
健
康
へ
の
関
心
を
い
か

に
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
行
政
に
よ
る
啓
発
の

み
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
医
療

機
関
や
医
師
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

意
見
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

答
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
で
、
認
知
症
予
防
や
フ
レ
イ
ル

予
防
に
効
果
の
あ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
を
開
催
し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
や
中
学
生

な
ど
多
く
の
方
に
楽
し
み
な
が
ら

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。

水
道
事
業
会
計

問
管
路
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

答
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
６
年

度
末
現
在
39
％
と
な
っ
て
お
り
、 

８
年
度
末
時
点
で
42
％
を
目
標
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

問
病
院
経
営
に
つ
い
て
消
費
税
の

影
響
は
ど
う
か
。

答
収
入
で
受
け
取
る
仮
受
消
費
税

額
は
、
約
１
０
０
０
万
円
で
あ
る

一
方
、
病
院
が
支
払
う
仮
払
消
費

税
額
は
、
約
８
０
０
０
万
円
と
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
診
療
報
酬
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
仮
払
消

費
税
は
、
控
除
対
象
消
費
税
と
な

ら
な
い
た
め
、
確
定
申
告
に
よ
り
、

さ
ら
に
毎
年
数
百
万
円
の
支
払
い

が
生
じ
て
い
る
。

問
医
療
従
事
者
の
確
保
は
ど
う
か
。

答
医
師
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の

医
師
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
県

か
ら
の
派
遣
を
依
頼
し
て
お
り
、

引
き
続
き
県
へ
の
働
き
か
け
を
行

う
。

　
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
一
定
数

を
確
保
で
き
て
い
る
。

　
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
近
年
採

用
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
院
外
処

方
移
行
後
も
現
行
の
３
人
体
制
は

確
保
し
た
い
。

意
見
現
在
の
病
院
の
規
模
は
、

町
の
人
口
が
多
か
っ
た
時
代
と
同

じ
で
あ
り
、
見
直
し
が
必
要
な
時

期
に
来
て
い
る
。

　

地
域
医
療
構
想
で
医
療
機
関
の

連
携
・
再
編
・
集
約
化
の
議
論
が
行

わ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
流
れ
に
押

し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
民
が
必

要
と
す
る
病
院
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
患
者
増
な
ど
収
益
増
の
取

り
組
み
が
議
論
と
な
る
が
、
経
費

の
削
減
も
必
要
で
あ
る
。

ｅスポーツ体験会（すこやかセンター）
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８月臨時会の審議結果と賛否の状況

９月定例会の審議結果と賛否の状況

議　　案　　名

条
例
他

議会議員及び長の選挙における選挙運動の町
費負担に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

町道路線の認定

補
正

７年度一般会計補正予算 ( 第４号 )

７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

７年度介護保険特別会計補正予算 ( 第１号 )

７年度下水道事業会計補正予算（第１号）

７年度病院事業会計補正予算 ( 第１号 )

人
事

町教育委員会教育長の任命同意

町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意

人権擁護委員候補者推薦（３件）

議　　案　　名
補
正７年度一般会計補正予算（第３号 )

議　　案　　名
議
会議会運営委員会委員の選任

議　　案　　名

６
年
度
決
算
の
認
定

一般会計

代替バス運送事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業会計

病院事業会計

議
会

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正
総務教育､ 産業福祉常任委員会の行政事務調査

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出
「カリキュラム・オーバーロード」の改善を
求める意見書の提出
保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさ
らなる改善を求める意見書の提出
総務教育、産業福祉常任委員会の所管事務調査

【全員一致で可決、承認した議案等】

【全員一致で可決、認定、同意した議案等】

【賛否が分かれた議案】
提出者 議　　案　　名 審議結果 賛否の状況
町長 ６年度国民健康保険特別会計決算の認定 可決 反対：升井祐子・田中克美
町長 ６年度水道事業会計決算の認定 可決 反対：田中克美

請　願　・　陳　情　審　査　結　果
件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、2026 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情書

提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部　
　　　　　支部長　大黒　晃嗣　外１名

採択 全員一致 －

「カリキュラム・オーバーロード」の改
善を求める意見書採択の陳情について

提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部　　　　　
　　　　　支部長　大黒　晃嗣　外１名

採択 全員一致 －
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保育士配置基準の引上げの早期完全実
施とさらなる改善を求める意見書提出
を求める陳情書

提 出 者：鳥取の保育を考える会　
　　　　　代表者　石井　由加利

採択 全員一致 －

保育所等に対する社会福祉施設職員等
退職手当共済制度の公費助成の継続を
求める意見書の提出を求める陳情書

提 出 者：鳥取の保育を考える会　　　　　
　　　　　代表者　石井　由加利

不採択

（採　択）
　升井祐子　田中克美

（不採択）
　森田洋子　田中伸吾
　寺垣智章　宮本純一
　川口耕司　柳　正敏
　足立義明　澤　治樹

国は他の経営主体とのイ
コールフッティングの観点
及びこども未来戦略に基づ
く保育人材確保の状況など
を踏まえて検討しており、
また、国の方針に基づき対
応すべき案件であるため。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

の
認
定

（
可
決
）

反　
対
（
田
中
克
美
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
に
つ
い
て
、

予
算
計
上
当
時
、
世
論
の
圧
倒
的

多
数
が
保
険
証
の
廃
止
の
撤
回
、

延
期
を
求
め
る
声
を
上
げ
て
い

た
が
、
そ
の
声
を
無
視
し
予
算
が

計
上
さ
れ
、
執
行
さ
れ
た
。

賛　
成
（
柳　
正
敏
議
員
）

　

本
議
会
で
認
め
ら
れ
た
予
算

の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
に

適
正
に
対
応
さ
れ
る
な
か
で
取

り
組
ま
れ
た
決
算
の
結
果
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
決
算
報
告
は
、
担
当
分
科

会
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
慎

重
審
査
さ
れ
適
正
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
決
算
で
あ
り
、
認
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定（可

決
）

反　
対
（
田
中
克
美
議
員
）

　

飲
料
水
は
人
が
生
存
す
る
た

め
の
最
も
基
本
的
な
条
件
で
あ

り
飲
料
水
に
課
税
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
最
低
限
の
生
計
費
に

は
課
税
し
な
い
と
い
う
原
則
に

著
し
く
反
す
る
も
の
と
考
え
る
。

賛　
成
（
柳　
正
敏
議
員
）

　

本
議
会
の
議
決
後
に
予
算
の

範
囲
内
、
ま
た
、
法
令
等
に
従

い
取
り
組
ま
れ
た
決
算
の
結
果

で
あ
り
、
担
当
分
科
会
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
で
慎
重
審
査

さ
れ
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て

決
定
さ
れ
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
決

定
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
あ
り
、

消
費
税
に
つ
い
て
も
法
律
に
基

づ
い
て
課
税
し
て
い
る
。

　

法
治
国
家
で
あ
る
以
上
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

保
育
所
等
に
対
す
る
社
会
福
祉
施

設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
制
度
の

公
費
助
成
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
不
採
択
）

採　
択
（
田
中
克
美
議
員
）

　

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職

手
当
共
済
制
度
が
昭
和
36
年
に

創
設
さ
れ
、
国
は
「
社
会
福
祉

事
業
の
一
翼
を
担
う
民
間
社
会

福
祉
施
設
で
は
、
そ
の
職
員
の

給
与
そ
の
他
の
待
遇
面
で
公
立

の
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
に
比

較
し
て
格
差
が
あ
り
、
必
要
な

職
員
の
確
保
や
資
質
の
高
い
職

員
の
定
着
化
が
図
ら
れ
な
い
と

い
う
実
情
が
あ
っ
た
。

　

給
与
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に

改
善
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
退

職
金
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
積
み

立
て
る
財
源
が
な
く
、
ま
た
、

小
規
模
な
施
設
が
多
い
こ
と
か

ら
、
独
自
の
制
度
を
設
置
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ

た
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
待
遇

改
善
に
よ
り
、
職
員
の
身
分
の

安
定
、
質
の
高
い
人
材
の
確
保

を
図
る
た
め
」
制
度
が
創
設
さ

れ
た
。

　

現
在
、
子
育
て
支
援
の
重
要

性
が
と
な
え
ら
れ
て
い
る
一
方
、

担
い
手
で
あ
る
保
育
士
の
確
保

の
困
難
が
続
い
て
お
り
、
そ
の

た
め
国
も
処
遇
改
善
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

民
間
社
会
福
祉
施
設
に
対
す

る
公
的
助
成
の
継
続
は
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
。

討
　
論

討
　
論

人 

事
（
敬
称
略
）

　

教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和

７
年
10
月
14
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

大
西 

泰
博（
陸
上
）

　

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和

７
年
10
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

山
﨑
加
代
子（
浦
富
）

　

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和

８
年
１
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

（
順
不
同
）

平
家 

陽
子（
浦
富
）

澤　

宗
樹（
大
谷
）

岡
本 

良
恵（
浦
富
）
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一般質問
５議員が５議員が町政町政をを質す質す

ただただ

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
質問時間は１人３０分以内（答弁の時間を除
く）で、一問一答方式で何度でも質問でき
ます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

９月定例会の一般質問（登壇順）

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

升井祐子 ９
１　今後の熊対応について
２　全国学力調査の結果と課題について
３　外国語指導助手ALT の活用について

森田洋子 10
１　公共施設のＷｉ-Ｆｉ環境の整備について
２　野良猫対策と地域猫活動の推進について

寺垣智章 11
１　今後の町政発展への展望と町長の進退について
２　町の震度計について

川口耕司 12

１　地域農業の将来を描く地域計画で見えた諸課題につ
　いて
２　水田活用の直接支払交付金における５年水張ルール
　の変更について

田中克美 13
１　町内産米の増産の見込みについて
２　排外主義を広げないことについて
３　学校図書館の役割について

・議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
・会議録は、12月頃から議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。
・ＱＲコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。
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升
井　
祐
子 

議
員

升
井 

７
月
14
日
、
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
文
部
科

学
省
が
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
を
実
施
し
た
。

　
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

教
育
長 

小
学
校
・
中
学
校
と
も

に
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、

特
に
中
学
校
の
数
学
は
全
国
平
均

よ
り
17
・
３
％
低
い
結
果
と
な
っ

た
。升

井 

一
方
、「
自
分
に
は
よ
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
か
」「
先

生
は
あ
な
た
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認

め
て
く
れ
て
い
る
か
」の
問
い
に
、

本
町
は
他
に
比
べ
肯
定
的
な
回
答

を
し
て
い
て
、
教
員
の
皆
さ
ん
の

日
頃
の
生
徒
へ
の
愛
情
が
成
果
に

つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
に
対
し
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

教
育
長 
学
校
間
で
連
携
し
た
授

業
改
善
に
取
り
組
む
。

　
家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
町
共

通
の
手
引
き
を
参
考
に
指
導
す

る
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
も
に
、

地
域
の
大
人
の
方
々
の
関
わ
り
へ

の
子
ど
も
た
ち
の
感
謝
の
声
が
、

県
、
全
国
に
比
べ
て
10
％
以
上
も

上
回
る
結
果
が
出
て
い
る
。

　
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

温
か
く
支
え
て
い
た
だ
け
た
ら
あ

り
が
た
い
。

学
力
調
査
の
結
果
と
今
後
の
課
題
は

	

升
井
祐
子
議
員

学
校
間
で
連
携
し
授
業
改
善
へ
、
家
庭

の
協
力
も	

大
西
教
育
長

升井祐子議員

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
導
入
の
英
語
教
育
の
効
果
は

	

升
井
祐
子
議
員

英
語
力
の
向
上
や
国
際
理
解
に
手
応
え

は
感
じ
て
い
る	

大
西
教
育
長

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は

　
小
・
中
・
高
に
配
置
さ
れ
る
外

国
語
指
導
助
手
の
こ
と
で
す
。

　
教
員
の
助
手
と
し
て
、
外
国
語

の
授
業
に
携
わ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

今
後
の
熊
対
応
に
つ
い
て

話
し
た
り
書
く
こ
と
が
、
英
語
学

習
へ
の
意
欲
向
上
に
も
な
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
触
れ
合
い

や
学
習
を
通
し
て
、
そ
の
国
の
歴

史
や
文
化
、考
え
方
な
ど
に
触
れ
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
多
様
な
国
際
理

解
や
他
者
理
解
が
進
み
、
伸
展
す

る
国
際
社
会
の
中
で
外
国
の
方
と

も
協
働
・
共
生
し
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

升
井 

Ａ
Ｌ
Ｔ
導
入
の
効
果
や
国

際
理
解
教
育
へ
の
貢
献
度
は
ど
う

か
。教

育
長 

英
語
力
の
向
上
や
一
層

の
国
際
理
解
に
つ
な
が
る
兆
し
や

手
応
え
は
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
る
中

で
、
よ
り
確
か
な
効
果
の
検
証
方

法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
み
た

い
。

升
井 

小
学
校
の
英
語
教
育
の
学

習
目
標
、授
業
の
内
容
や
現
状
は
。

長
戸
町
長 

保
育
所
か
ら
小
学

校
、
中
学
校
と
約
10
年
間
に
わ
た

り
英
語
の
力
を
高
め
て
、
中
学
校

を
卒
業
時
に
は
英
語
で
会
話
で
き

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
。

教
育
長 

外
国
語
活
動
は
２
年

度
よ
り
小
学
３
年
生
か
ら
必
修
と

な
っ
た
。

　
日
常
的
に
英
語
に
触
れ
ら
れ
る

よ
う
、Ａ
Ｌ
Ｔ
を
採
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
英
語
以
外
の

授
業
に
も
児
童
支
援
と
し
て
参
加

を
し
て
い
る
。

升
井 

７
年
度
に
は
４
名
増
員

し
、
計
８
名
を
任
用
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
児
童
・
生
徒
に
直
接

教
え
る
意
義
は
何
か
。

教
育
長 

生
き
た
英
語
を
児
童
・

生
徒
に
提
供
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
に
英
語
で

国際理解を深める子どもたち（北小学校）
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森
田　
洋
子 

議
員

森
田 

全
国
の
公
共
施
設
に
お
け

る
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
整
備
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
観
光
産
業
の

活
性
化
、
災
害
時
の
情
報
収
集
強

化
な
ど
、
前
向
き
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
本
町
の
公
共
の
無
料
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ

ⅰ
は
ど
の
程
度
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。澤

総
務
課
長 

常
時
利
用
可
能

な
中
央
公
民
館
と
避
難
所
開
設
時

に
利
用
可
能
な
３
小
学
校
及
び
小

田
、
蒲
生
の
地
区
公
民
館
と
岩
美

町
観
光
会
館
の
７
ヶ
所
を
整
備
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
浦
富
第
１
駐
車
場
ほ
か

５
ヶ
所
に
県
の
整
備
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。森

田 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
う
地
区
拠
点
の
公
民
館
に
は
Ｗ

ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備
が
重
要
と

考
え
る
。

　

Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
の
必
要
性
を
ど
う

考
え
る
か
。

町
長  

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
重
要
だ
。

　
町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
学
習
形

態
の
変
化
を
踏
ま
え
、
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ

ⅰ
環
境
の
整
備
を
進
め
た
い
。

森
田 

今
後
ど
の
よ
う
な
場
所
に

優
先
し
て
整
備
す
る
の
か
。

町
長  

９
地
区
の
公
民
館
に
対
し

活
動
場
所
を
限
定
し
て
整
備
し
た

い
。森

田 

近
年
は
気
候
変
動
に
伴
い

豪
雨
災
害
が
頻
繁
で
激
甚
化
し
、

対
策
強
化
と
自
助
の
意
識
徹
底
が

欠
か
せ
な
い
日
常
だ
。

　
緊
急
避
難
場
所
と
な
る
と
こ
ろ

の
整
備
は
。

町
長  

３
小
学
校
、
蒲
生
の
一
寸

法
師
の
館
、
小
田
の
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
は
指
定
避
難
所
で
あ
り
、

災
害
時
の
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
環
境
は

整
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
の
指
定
緊
急
避
難
場

所
は
屋
外
も
あ
り
、
全
て
の
整
備

は
考
え
て
い
な
い
。

　
災
害
時
の
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
環
境
は

建
物
の
中
の
み
の
対
応
と
し
た

い
。

森田洋子議員

公
共
施
設
の
Ｗ
ⅰ-

Ｆ
ⅰ
整
備
を
急
げ

	

森
田
洋
子
議
員

９
地
区
公
民
館
の
活
動
場
所
に
整
備
し

た
い	

長
戸
町
長

森
田 

３
年
９
月
定
例
会
で
野
良

猫
対
策
と
地
域
猫
の
考
え
方
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
４
年
が
経
過

す
る
も
現
状
は
猫
の
頭
数
が
増
え

て
い
る
。

　
多
く
の
町
民
の
方
か
ら
困
っ
て

い
る
と
の
相
談
を
受
け
る
。

　
野
良
猫
を
捕
獲
し
不
妊
去
勢
手

術
を
行
い
、
元
の
場
所
に
戻
す
と

い
う
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
が
あ
る
。

　
県
内
で
は
足
り
な
い
手
術
費
用

を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
活
用
し
て
い
る
団
体
も
あ

る
。

　
行
政
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
、
手
術
費
用
を
支

援
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

町
長 

本
町
が
支
援
し
て
い
る
不

妊
去
勢
手
術
の
補
助
は
１
万
円
で

あ
る
。

　
手
術
に
３
万
円
近
く
か
か
る
場

合
も
あ
り
負
担
も
多
い
。

　
例
え
ば
本
町
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
不
妊
去
勢

手
術
に
か
か
る
費
用
を
全
額
支
援

す
る
場
合
、
動
物
病
院
と
町
が
直

接
契
約
し
て
お
支
払
い
を
す
る
。

　
ま
た
、
町
民
に
は
捕
獲
し
、
手

術
を
行
い
、
元
の
場
所
に
も
ど
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
を
す

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
費
用
は
町
が
回

し
て
い
く
仕
組
み
を
研
究
し
て
み

た
い
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を	

森
田
洋
子
議
員

費
用
が
支
弁
で
き
る
仕
組
み
を
研
究
し

た
い	

長
戸
町
長

研修でＷⅰ-Ｆⅰを使う（中央公民館）

地域でくらす手術後のねこちゃん
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寺
垣　
智
章 

議
員

寺
垣 

地
震
発
生
時
に
町
の
震
度

は
近
隣
自
治
体
と
比
べ
小
さ
く
発

表
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え

る
。

　
何
か
原
因
が
あ
る
か
。

町
長 

気
象
庁
が
定
め
る
震
度
計

の
設
置
環
境
基
準
に
基
づ
き
、
土

地
の
形
状
や
地
盤
、
周
辺
の
環
境

や
地
下
の
埋
設
物
な
ど
を
考
慮

し
、
周
辺
の
地
盤
と
一
体
と
な
っ

て
振
動
す
る
場
所
を
選
定
の
上
、

強
固
な
材
質
や
構
造
を
用
い
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準
を

ふ
ま
え
て
気
象
庁
が
設
置
し
て
お

り
原
因
は
な
い
。

寺
垣 

震
度
が
小
さ
く
観
測
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
や
水
道
管

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
被
害
に
対

す
る
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
に
影

響
は
な
い
か
。

町
長 

影
響
は
な
い
。

寺
垣 
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
考
慮
し
、
近
隣
自
治
体
の
事
例

の
研
究
や
、
移
設
の
申
し
入
れ
な

ど
を
検
討
し
な
い
か
。

町
長 

震
度
計
は
気
象
庁
の
設
置

基
準
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
お

り
、
町
の
意
向
で
移
設
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

　
現
在
は
気
象
庁
の
判
断
に
よ
っ

て
適
切
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

寺
垣 

町
長
に
就
任
さ
れ
て
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組

ま
れ
町
政
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
た
が
、
さ
ら
な
る
町
政
発
展
を

考
え
る
と
課
題
は
ま
だ
多
く
あ
る

と
考
え
る
。

　
現
在
町
長
は
、
さ
ら
な
る
町
政

発
展
へ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
長  

人
口
減
少
対
策
の
課
題
、

防
災
対
策
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
健
全

な
財
政
運
営
と
空
き
家
対
策
、
町

営
住
宅
の
更
新
、
子
育
て
の
拠
点

施
設
整
備
、
地
籍
調
査
と
公
平
な

税
金
徴
収
、
い
じ
め
や
不
登
校
の

解
消
、
産
業
の
振
興
と
商
工
業
の

維
持
発
展
、下
水
処
理
場
の
問
題
、

町
民
の
健
康
管
理
と
介
護
予
防
、

病
院
の
健
全
運
営
な
ど
、
各
課
に

課
題
と
問
題
が
あ
る
。

寺
垣 
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

町
長  

一
朝
一
夕
で
は
解
決
で
き

な
い
。

　
限
ら
れ
た
財
源
と
人
材
を
活
用

し
、
町
民
や
議
会
と
課
題
の
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
順
次
取
り
組

み
解
決
を
図
り
た
い
。

寺
垣 

町
長
は
１
期
４
年
間
で
や

り
残
し
た
と
思
う
こ
と
は
あ
る

か
。町

長  

町
長
選
挙
で
掲
げ
た
公
約

は
何
ら
か
の
対
応
は
で
き
た
と
思

う
。

　
課
題
が
す
べ
て
解
決
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
自
分
が
や
り
切

れ
る
部
分
は
や
り
切
れ
た
と
思

う
。

寺
垣 

今
ま
で
の
質
問
を
通
し
て

町
長
選
挙
へ
の
進
退
を
伺
う
。

町
長  

何
を
め
ざ
し
何
を
解
決
し

て
い
く
の
か
、
自
身
の
施
策
が
町

に
と
っ
て
良
い
こ
と
か
自
問
自
答

し
、
残
り
３
カ
月
と
な
っ
た
今
、

進
退
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
が
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
２
期
目
を
め

ざ
し
た
い
。

町
長
選
挙
へ
の
進
退
を
問
う

	

寺
垣
智
章
議
員

２
期
目
を
め
ざ
し
た
い

	

長
戸
町
長

震
度
計
の
移
設
の
検
討
を

	

寺
垣
智
章
議
員

気
象
庁
の
判
断
で
設
置
さ
れ
て
い
る

	

長
戸
町
長

寺垣智章議員

人口減少対策は一丁目一番地（すくすくひろば）
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一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

川
口　
耕
司 

議
員

川
口 

国
の
分
析
に
よ
る
と
、
10

年
後
の
地
域
計
画
に
定
め
る
担
い

手
を
確
保
で
き
な
い
農
地
が
33
％

あ
り
、
多
く
の
地
域
で
将
来
の
農

地
利
用
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
と
公
表
し
て
い
る
。　

　
本
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

町
長 

策
定
は
期
限
内
で
終
わ
っ

た
。

　
本
町
の
地
域
計
画
で
は
、
10
年

後
に
担
い
手
が
確
保
で
き
て
い
な

い
農
地
は
28%

だ
。

川
口 

高
齢
な
農
家
が
耕
作
者
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
農
地
及
び

将
来
的
に
規
模
縮
小
の
意
向
が
あ

る
農
家
の
耕
作
地
の
状
況
は
ど
う

か
。杉

本
農
林
水
産
課
長 

地
域
計
画

の
目
標
地
図
に
掲
げ
た
農
業
者

で
、
個
人
の
方
は
70
名
、
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
51
名
、
耕
作
面
積
は

１
２
４
h
a
で
あ
る
。

　

将
来
的
な
規
模
縮
小
の
意
向

は
、
昨
年
開
催
し
た
農
用
地
利

用
集
積
検
討
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
、
目
標
地
図
に
掲
げ

た
農
業
者
38
名
に
回
答
を
い
た
だ

き
、
65
歳
以
上
か
つ
将
来
的
に
規

模
縮
小
を
予
定
し
て
い
る
農
業
者

は
８
名
、
耕
作
面
積
は
18
h
a

と
な
っ
て
い
る
。

川
口 

10
年
後
を
見
据
え
た
目
標

地
図
、
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い

る
が
、
現
状
の
中
で
10
年
後
に
耕

作
者
が
い
な
い
恐
れ
の
あ
る
農
地

は
あ
る
か
。

町
長 

地
域
計
画
は
目
標
地
図
を

基
に
毎
年
見
直
し
を
行
い
、
地
域

で
話
し
合
い
担
い
手
が
誰
も
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
利
用

調
整
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
。

　
10
年
後
、
耕
作
者
が
い
な
い
農

地
が
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

川
口 

担
い
手
と
さ
れ
て
い
る
認

定
農
業
者
、
ま
た
、
農
事
組
合
法

人
、
集
落
営
農
組
織
、
農
業
法
人
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
農

地
の
借
受
け
を
行
っ
て
い
る
方
が

い
る
が
、
今
後
経
営
規
模
拡
大
、

現
状
維
持
、
縮
小
な
ど
考
え
て
い

る
方
も
い
る
と
思
う
が
、
現
状
は

ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長 

地
域
計
画
の
作

成
に
当
た
り
、
意
向
調
査
を
行
っ

た
。

　
内
訳
は
将
来
的
に
規
模
拡
大
14

件
、
現
状
維
持
33
件
、
縮
小
又
は

廃
業
18
件
、
無
回
答
１
件
で
あ
っ

た
。

　
縮
小
、
廃
業
の
方
の
耕
作
面
積

は
25
h
a
で
あ
り
、
規
模
拡
大

予
定
者
の
範
囲
内
で
対
応
で
き

る
。川

口 

国
は
今
後
、
担
い
手
へ
の

集
積
率
、
農
地
を
団
地
の
よ
う
に

ま
と
め
る
集
約
化
や
圃
場
の
大
区

画
化
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
を
進
め
効
率
的
に
進
め
て
い
く

方
針
を
出
し
て
い
る
が
、
本
町
の

現
状
を
見
据
え
て
見
解
は
ど
う

か
。町

長 

圃
場
の
大
区
画
化
な
ど
、

農
家
に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
の

は
難
し
い
。

　
中
山
間
地
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業

に
つ
い
て
は
、
農
業
者
と
一
緒
に

研
究
し
た
い
。

川
口 

地
域
計
画
を
作
れ
ば
本
当

に
10
年
後
の
農
業
を
守
れ
る
の
か

と
疑
問
の
声
も
聞
か
れ
た
が
、
農

業
振
興
と
地
域
計
画
に
か
け
る
意

気
込
み
は
ど
う
か
。

町
長 

農
業
は
町
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
。

　
現
状
の
ま
ま
次
の
世
代
に
渡
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。

　
引
き
続
き
農
地
を
守
っ
て
い
く

た
め
、国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
、

町
と
し
て
で
き
る
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

お
け
る
５
年
水
張
ル
ー
ル
の
変
更

に
つ
い
て

川口耕司議員

10
年
後
耕
作
者
が
い
な
い
農
地
は
あ
る

か	

川
口
耕
司
議
員

耕
作
者
の
い
な
い
農
地
が
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
る	

長
戸
町
長

中山間地の圃場（横尾の棚田）
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田
中 

外
国
人
に
対
す
る
排
外
主

義
を
調
べ
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち

が
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
る
た
め

に
、
情
報
を
判
断
し
活
用
す
る
能

力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
至
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
能
力
を
養

う
学
校
生
活
の
中
で
も
、
図
書
館

と
学
校
司
書
の
活
動
が
重
要
だ
。

　
「
司
書
は
近
い
将
来
Ａ
Ｉ
が
担

う
」
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ

は
、
収
集
す
る
情
報
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で
あ
る
、
情

報
の
誤
り
や
フ
ェ
イ
ク
を
判
別
で

き
な
い
、
と
い
う
重
大
な
限
界
を

も
っ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
一
人
ひ
と
り
が
違
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
は
、
人
間

で
な
い
と
で
き
な
い
。

　
学
校
図
書
館
と
学
校
司
書
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
。

　
教
育
長
の
認
識
は
。

大
西
教
育
長 

学
校
図
書
館
は
情

報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
う
え
で

も
重
要
、
学
校
司
書
は
、
専
門
知

識
を
生
か
し
て
学
び
を
直
接
、
間

接
に
支
援
す
る
重
要
な
役
割
を
担

う
存
在
だ
。

田
中 

学
校
司
書
は
会
計
年
度
任

用
職
員
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
専
門
職
と
し
て
、
学
校
図
書
館

の
活
用
を
充
実
さ
せ
る
仕
事
が
心

お
き
な
く
で
き
る
よ
う
、
処
遇
改

善
を
検
討
す
べ
き
だ
。

町
長 

財
源
の
交
付
税
率
が
低
く

財
政
的
に
厳
し
い
。

　
昨
年
９
月
議
会
で
質
問
に
答
弁

し
た
よ
う
に
、
国
が
示
す
マ
ニ
ュ

ア
ル
通
り
に
任
用
回
数
を
制
限
し

な
い
運
用
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

排
外
主
義
を
広
げ
な
い
こ
と
に
つ

い
て

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

田
中　
克
美 

議
員

田
中 

石
破
首
相
は
米
を
増
産
す

る
と
表
明
し
た
が
、
農
水
省
が
掲

げ
る
来
年
度
事
業
は
、
相
変
わ
ら

ず
農
地
の
大
区
画
化
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
加
速
化
な
ど
で
変
わ
ら
な

い
。

　
町
内
生
産
者
が
増
産
の
意
欲
を

持
て
る
と
思
う
か
。

町
長 

米
を
作
り
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
整
備
が
基
本
に
な
い

と
、
飯
米
農
家
、
販
売
農
家
と
も
、

生
産
意
欲
に
つ
な
が
ら
な
い
と
思

う
。田

中 

水
田
の
維
持
、
復
活
、
耕

作
の
継
続
と
生
産
者
を
増
や
す
こ

と
に
、
取
り
組
む
べ
き
時
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長 

国
は
、
農
業
が
産
業
と
し

て
成
り
立
つ
仕
組
み
を
作
る
べ
き

だ
と
思
う
。

　
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
、
町

の
施
策
の
重
点
を
お
く
。

田
中 

大
規
模
化
な
ど
が
進
ん
で

も
、小
規
模
農
家
を
無
視
し
た
ら
、

増
産
ど
こ
ろ
か
現
状
の
生
産
量
も

賄
え
な
い
。

　
農
業
で
食
べ
て
い
け
る
か
ど
う

か
が
決
定
的
だ
。

　

主
食
を
安
定
的
に
生
産
で
き
、

国
民
は
安
心
し
て
入
手
で
き
る
こ

と
が
第
一
だ
。

　
価
格
保
障
や
所
得
補
償
を
国
に

求
め
る
時
だ
。

町
長 

米
価
の
下
落
に
際
し
、
町

助
成
金
の
交
付
が
次
の
作
付
け
を

促
し
た
事
例
を
思
う
と
、
提
案
の

制
度
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
は
私

の
責
任
だ
と
思
う
。

田中克美議員

価
格
保
障
や
所
得
補
償
を
国
に
求
め
よ

	

田
中
克
美
議
員

要
望
す
る
こ
と
は
町
の
責
任
だ
と
思
う

	

長
戸
町
長

学
校
司
書
の
処
遇
改
善
を
検
討
す
べ
き

	

田
中
克
美
議
員

国
の
交
付
税
率
が
低
く
財
政
的
に
厳
し

い	

長
戸
町
長

子どもたちの成長にかかせない学校図書館
（北小図書館）
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議
員
報
酬
月
額
を
10
月
か
ら
３
万
円
引
き
上
げ

９
月
定
例
会
で
議
員
報
酬
改
定
に
伴
う
条
例
改
正
を
可
決
し
、

10
月
１
日
か
ら
報
酬
額
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

特別職報酬等審議会の答申と改定した議員報酬額
〇特別職報酬等審議会の答申結果（一部抜粋）
　議会が自ら議員報酬を見直し、算定した報酬月額については、町民
との意見交換の結果を踏まえ再算定したことで、町民の意見が十分に
反映されていると考え、附帯意見でも触れているが、さらなる議会改
革の推進を期待し、全会一致により、議会が提示した報酬月額を妥当
であるとの結論に達した。

〇岩美町議会議員報酬

議会のあり方を考える公開研修会を開催
　町議会は令和７年８月 30 日（土）、初めての公開研修会を中央公
民館で開催。
　「開かれた議会」をめざした取り組みの一環として公開することに
しました。
　町民の方など約 40 名が参加されました。
　研修では、地方議会に関して著名な江藤俊昭氏（大正大学教授）
を講師に迎え、「これからの議会について」をテーマに、議員のなり
手不足が懸念されているなかで議員のなり手の創出、議会の役割や
活動、議員報酬のあり方など、あるべき議会の姿についてご講演いただきました。

（改定前）

役　　　職 報　酬　額
議　長 336,000 円
副議長 250,000 円
委員長 239,000 円
議　員 229,000 円

（改定後）

役　　　職 報　酬　額
議　長 381,000 円
副議長 293,000 円
委員長 280,000 円
議　員 259,000 円

附帯意見を受け止め、さらなる改革に取り組みます
審議会の附帯意見「さらなる魅力ある議会に向けて」
　議員のなり手不足は単に議員報酬が低いことのみをもって生じてい
るものではなく、議会のさらなる魅力向上と議会だより（№ 141 号）
に掲載されている「議員と議会の自己改革」のなかの「検討する課題」
を着実に進めることが必要と考える。
①一層の意見交換会を進めて町民の声を行政へ反映させていただきた
い。
　また、議会改革を図られるにあたって
は、町民と意見交換をしながら進めてい
ただきたい。
②さらなる議会の見える化を図られたい。
③一般質問で、議員が地域で聞き取りを
した町民ニーズや行政への要望などを取
り上げることによって、町民との距離が
縮まり政治への信頼感がより高まる。
　一般質問のさらなる活発化を期待する。

熱心に耳を傾ける参加者の皆さん
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報酬改定をふり返る
１．議員報酬の見直しにあたっての問題意識
　町議会は、①合議により意思決定するにふさわしい議員数が選挙で選出されること、②町民の負託にこたえる活動を
すること、が求められます。
　本町では、平成 22 年の町議会議員の選挙で、はじめての無投票となりました。また、選挙になっても少数立候補の
傾向が続き、地方自治の将来が危ぶまれる事態と捉えることが必要ではないかと考えました。
　そこで、議会活動の在り方検討特別委員会（以下、在り方委員会という。）では、開かれた議会、政策提言、活発な
審議など活動内容の改革とともに、議員報酬もなり手を増やしていくための環境の一つとして捉え、報酬の決め方につ
いても検討しました。
　報酬の見直しについては、議会自らが報酬額を算出し、町民との意見交換会で意見を聞き、町民意見を反映して必要
な再算定を行い、特別職報酬等審議会に諮問する—県内ではじめての取り組みに挑戦することとし、進め方を議会だよ
りで公表することにしました。（議会だより 161 号　163 号　164 号参照）

２．議員報酬の見直しにあたっての算定方法

　　計算式：議会・議員の活動日数÷町長の活動日数×町長の給料月額＝議員報酬月額
　　令和５年度議員・町長の活動日数を原価方式の計算式に数値を当てはめた報酬月額は次のとおりです。
　　106 日÷ 303 日× 824,000 円＝ 288,264 円≒ 29 万円
　　
　　原価方式に基づき算出した報酬月額 29 万円を町民に提示し、意見交換会を行うことを在り方委員会で決定しました。

３．町民との意見交換会
　町民との意見交換会を令和６年 10 月から令和７年２月まで地区自
治会、岩美まちづくりの会、小・中 PTA 役員会などを対象に計６回
実施し、全体で 95 名の方が参加され、ご意見をいただきました。

４．意見交換会を踏まえて議員報酬額を再算定
　町民との意見交換会を踏まえて、議員報酬月額 29 万円の再算定などについて次のようにまとめ、特別職報酬等審議
会に諮問しました。
①「現行の報酬額は引き上げるべきだが、一気に 29 万円に引き上げることは町民の納得を得ることが難しいであろう。」

「段階的に引き上げることが適当。」というのが大方の意見であった。したがって、提示した算定額 29 万円を見直し、
引き上げ額として３万円アップの 25 万９千円を提示する。
②第一段階の引き上げは今期任期中の早い時期 ( ９月議会で議決 ) をめざす。
③議長の報酬額について、当面は議員の報酬月額を 1 とした現行の比率で算定する。
④副議長、常任委員長 ( 議運委員長含む ) の報酬月額については、次のように算定する。
　委員長については、政策活動など議会改革をさらに推し進めるにあたって常任委員会を取りまとめるなど、その責務
がこれまで以上に重要となるため役職手当に相当する部分を加算する。
　副議長については、委員長とのバランスを考慮し役職加算する。

町民との意見交換会

（１）在り方委員会で議員報酬の見直しを検討するなか
で、全国町村議会議長会が提唱する「活動内容を踏
まえた原価方式」が最も合理的であるとの結論に至
り、これを算出方法として採用することとしました。

（２）算出にあたって比較する対象は、議員と同じく町
民の直接選挙で選出される町長とし、その活動量、
給料月額を基準としました。
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沖合底びき網漁業沖合底びき網漁業
　９月 26 日（金）に鳥取県漁協網代港支所に	
おじゃましました。
網代港支所では
　県漁協副組合長	 板倉　寛寿さん　
　網代港底曳船主会長	 板倉　高司さん
　網代港支所長	 	 博田　幸史さん
にインタビューし、漁業の現状、漁業を取り巻く課
題などいろいろなご意見・ご感想をいただきました。

今年の漁業の状況は？

９月に入ってから近年に比べてハタハタがよく獲れて好調の気配だ。
このまま豊漁が続いてくれることを願っている。

漁業の課題として後継者問題は？

厳しい仕事なので船に乗っても直ぐに下船する者が多く後継者を育成するのは難しい。網代だけで
なく他の場所でも外国の研修生を雇用することで漁業が成り立っている。継承していくにはこれか
らのリーダーとなってくれる若い人たちの育成が必要で、若いリーダーと外国の研修生の両輪が上
手くまわることで、スムーズに世代交代ができると考える。

その他課題などは？

昔は新規の漁場を開拓できていたが、物価高騰で燃料もかなり上昇しているため、新たな開拓は困
難で、今は確実に漁獲できる場所でしか漁業ができない。また、漁獲量が減少するなかで、販路の
拡大など魚価を上げるため、漁業者だけでなく、仲買人、行政などと連携した取り組みが今後、さ
らに必要と考える。

行政等関係機関へ支援の要望は？

近年、冷凍技術が発達しており、冷凍を活かした取り組みを行うため、漁協に冷凍庫を整備したいが、
経費が高額である。その辺りの支援を要望したいが、先ずは、整備後のランニングコストが経営の
収支に見合うのか、そういったことから研究したい。

板倉 寛寿板倉 寛寿さんさん 板倉 高司板倉 高司さんさん 博田 幸史博田 幸史さんさん

についてについて
　お聞きしました　お聞きしました

県漁協
　網代港支所で
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